
を有する国際会議であったことがわかる。

図 1　'89 世界デザイン会議と '89 デザインイヤーのポスター
（左デザイン：岡本茂夫；右デザイン：亀倉雄策）

３．’89 デザインイヤー運動の概要
　名古屋市での世界デザイン会議、世界デザイン博覧会の開
催決定を受け、名古屋市等から通商産業省への 1989 年のデ
ザインイヤー指定の働きかけがあり、輸出検査及びデザイン
奨励審議会での審議を経て、1988 年 5 月に「1990 年代の
デザイン政策」（以下、「88 答申」と記す）が出された。そ
の中で、1989 年のデザインイヤーが提起されている。それ
を踏まえて、自治体、産業界、デザイン界等からなる ’89 デ
ザインイヤーフォーラムが組織され、会長には石川六郎（日
本商工会議所会頭）が就き、事務局は日本産業デザイン振興
会に置かれた。フォーラムが推進母体となり 1989 年度にデ
ザインイヤー運動が展開されることとなった。1 年間にデザ
イン団体、自治体、企業等によるデザイン啓発事業、産業・
地域振興事業等を集中的に実施し、情報発信力、相乗効果を
高めようとするものである。
　デザインイヤーの期間内には、フォーラム主催の日本デザ
イン賞、全国 15 地域のデザインワークショップ等に加え、
名古屋市の世界デザイン会議、世界デザイン博覧会をはじめ、
見本市・展覧会、会議・セミナー、コンペティション、環境
開発など 401 件の登録事業が全国各地で実施された。それ
ら事業への参加者数は約 2,200 万人、総事業費は約 7,500
億円にのぼると言われている。イヤー終了直後のフォーラム
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１．はじめに
　2023 年 10 月に WDO 世界デザイン会議東京 2023（以下、

「WDA」と記す）が開催される。WDO の前身である ICSID は、
1973 年に京都、1989 年に名古屋において、世界デザイン
会議を開催した。そして、両年とも、通商産業省によりデザ
インイヤーに指定され、国民的デザイン啓蒙運動が展開され
てきた。しかしながら、終了後には十分な政策評価もなされ
ず今日に至っている。そんななか 2023 年 7 月には、WDA
に先立ち「1973/1989 ICSID 会議と Design Year が残した
もの」シンポジウムが開催されるなど、WDA を契機に前 2
回のデザイン会議、デザインイヤー運動を再評価しようとの
機運が高まっている。そこで本稿では、1989 年のデザイン
会議、デザインイヤーに焦点をあて、それらの政策評価を試
みたい。

２．ICSID ’89 NAGOYA の概要
　世界デザイン会議 ICSID ’89 NAGOYA は、1989 年 10 月
17 日から 21 日まで、白鳥センチュリープラザで開催された。
テーマは「かたちの新風景、Emerging Landscape」、基調
講演はライアル・ワトソン（生物学）、「デザイン・アクシス」、

「デザインに挑発」、「日本のデザイン」など 7 つのテーマ領域、
30 の分科会が設けられた。参加者は 46 カ国・地域から 3,764
人、海外からは 800 人以上が数えられた。関連事業として
名古屋市内では世界のグレートデザイン展、市民フォーラム
などが展開され、好景気の時代環境も追い風となり、かなり
大規模かつ華やかな国際会議だったと言えるだろう（表１）。
　発端は、名古屋市の市制百周年の核事業探しにあったと言
われるが、JIDA、名古屋市等の誘致活動により、1985 年に
ICSID ワシントン総会で 89 年会議の名古屋誘致が決定され、
開催の準備が進められた。その流れで名古屋市内にて 89 年
に世界デザイン博覧会を開催することが 86 年に決定された。
　会議の主催は、デザイン界を中心に中部圏等の産業界・行
政を巻き込んで組織された世界デザイン会議運営会であり、
会長には名古屋商工会議所会頭の竹田弘太郎が就いた。会議
の実行委員長は諸星和夫が務めた。運営会の名誉会長、顧問
には、日本商工会議所会頭、経済団体連合会会長、通商産業
省貿易局長らが名を連ねた。デザイン界の枠を越えた広がり



デザイン政策の大枠は、1. デザインインフラの整備（総合
的振興体制、創造支援拠点、デザインシティ、デザイン保全）、
2. グランドデザインの推進、3. デザインを通じた国際交流
の充実、である。これらに照らして、イヤー以降の展開も視
野に入れて評価しようとすると、以下のようなデザイン振興
効果があったと概観できる。
①デザインの社会への浸透：一例ではあるが、表 2 に示す
日経新聞 3 紙のデザイン記事数を見ると、1989 年は前年比
20% 増以上であり、特に日経本紙では 80% を上回る。また、
イヤー後にはイヤー前を上回る記事数が掲載されている（各
3 年平均）。これから、ICSID 会議がデザインイヤーを誘発
したわけだが、客観的にもデザインイヤー運動はデザイン情
報発信を高め、社会への一層の浸透に寄与したと考えられる。
表２　日経新聞にみるデザイン記事の変遷

年 1992 1991 1990 1989 1988 1987 1986
日経本紙 67 63 73 149 81 52 47
地方経済 197 221 264 338 228 208 123
日経産業 297 347 351 361 301 232 168
注：日記テレコン、2023.06.01 調査。見出し検索「デザイン」の記事件数。日経本紙、地方
経済、日経産業は、それぞれ日本経済新聞朝刊・夕刊、同地方経済面、日経産業新聞をさす。

②デザイン価値の拡張：日本デザイン賞では、ファクシミリ、
瀬戸大橋、沖縄自然冷房住宅、横浜市都市デザイン行政が大
賞に選ばれたが、従前の政策的デザイン評価である工業製品
中心の G マークと比較して、対象・評価を広げ新しいデザ
イン価値軸を提起した。土木・環境系への広がりは、通産デ
ザイン行政の枠を越えた総合的体制構築を背景にした成果で
ある。そして、その影響は、イヤー以降の景観賞、施設部門
さらには新領域部門の設置等に繋がっていると考えられる。
③名古屋市におけるデザイン都市行政の展開：名古屋市では
89 年のデザイン会議、デザイン博覧会等の開催以降、民活
法支援も得て 92 年に国際デザインセンター設立、96 年に市
立大に芸術工学部の設置、さらには 95 年の IFI 会議、05 年
の Icograda 会議、08 年にはユネスコ・デザイン都市登録等、
総合的なデザイン都市行政が継続的に展開されてきた。88
答申に盛られた創造支援拠点、デザインシティ、国際交流等
の政策に即した総合的なデザイン都市モデルが、イヤー以降
20 年近い歳月を経て実現したと考えてよい。まさにデザイ
ン都市をコンセプトにしたグランドデザインである。
　以上、ICSID 会議に端を発するデザインイヤー運動の 88
答申に照らしての政策評価の概観である。デザイン保全、国
際交流（途上国等）への成果は窺えないが、歳月を経て ’89
デザインイヤーは 88 答申に即した一定の足跡を残したと評
価できそうである。尚、本稿では誌面制約もあり、十分な考
察・評価が行えないが、引き続き ICSID ’89 NAGOYA、’89
デザインイヤーの政策評価の研究には取り組んでいきたい。
注・参考文献
＊ 1 「’ 89 デザインイヤー報告書」’ 89 デザインイヤーフォーラム事務局、

1990 年

＊ 2 『情報化時代のデザイン』世界デザイン会議運営会監修、NTT 出版、

1991 年

総会では、「デザイン活動が新しい意義と重要な役割をもっ
ていることが確認された」、「世界の国々から大きな関心が寄
せられた」などと総括されている（表１）。
　尚、デザインイヤー運動に関しては、1973 年に ICSID 京
都会議開催決定を契機に、デザイン奨励審議会答申を経て、
’73 デザインイヤーが指定・展開された経緯があるが、1989
年もそれに倣うかたちでスムーズにデザインイヤーの指定を
受けることとなったと伝えられている。
表 1　'89 世界デザイン会議と '89 デザインイヤーの概要

図 2　'89 世界デザイン会議と '89 デザインイヤーの構造

４．ICSID 会議とデザインイヤーの政策評価の試み
　’89 デザインイヤーは 88 答申の中で、「デザイン振興の課
題を克服し ･･･1990 年代のデザイン政策を実現する」ため
の国民的盛り上がりが期待されている。88 答申に記された
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